




















































































































































































紀 要 学 会 出 版 その他 総 計
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
1978年～1997年 13 3.4 16 4.2 0 0.0 0 0.0 29 7.6
1998年～2007年 38 9.9 29 7.6 0 0.0 0 0.0 67 17.5
2008年～2016年 125 32.6 3 0.8 0 0.0 2 0.5 130 33.9
2017年～2020年 139 36.3 17 4.4 1 0.3 0 0.0 157 41.0













サ変名詞 頻度 サ変名詞 頻度 サ変名詞 頻度 サ変名詞 頻度
保育 384 検討 22 関連 9 創造 6
表現 366 演習 15 構成 9 評価 6
授業 108 着目 14 アプローチ 8 描画 6
実践 102 連携 14 育成 8 変遷 6
養成 86 活用 13 改善 8 理解 6
指導 73 関係 13 ダンス 7 依拠 5
研究 70 展開 13 改訂 7 運動 5
考察 61 分析 13 学習 7 歌唱 5
教育 60 意識 12 制作 7 開発 5
造形 47 実習 11 創作 7 記録 5
活動 46 調査 11 報告 7 工夫 5
総合 23 イメージ 10 工作 6
表3 出現回数5以上のサ変名詞抽出語（頻度順）
名 詞 頻度 名 詞 頻度 名 詞 頻度 名 詞 頻度
内容 284 教材 17 草むら 8 大学 6
音楽 79 中心 17 能力 8 題材 6
領域 47 取り組み 16 あり方 7 動き 6
学生 46 環境 14 クラス 7 ピアノ 5
身体 40 方法 11 過程 7 観点 5
言葉 34 要領 11 学び 7 関わり 5
子ども 34 絵本 10 学科 7 基礎 5
幼稚園 29 感性 10 焦点 7 教授 5
幼児 24 視点 10 素材 7 芸術 5
課程 23 人間 10 要素 7 児童 5
科目 22 カリキュラム 9 アンケート 6 主体 5
課題 20 事例 9 オペレッタ 6 専門 5
試み 20 リズム 8 現状 6 知見 5
遊び 18 意義 8 効果 6 動向 5
教員 17 言語 8 図画 6
表２ 出現回数5以上の名詞抽出語（頻度順）
論文に選択される語句の傾向として、表２・表３の出現回数５以上の名詞句とサ変名詞と同
様に、図１の抽出語間の関連である共起ネットワークにおいて、「保育」「内容」「表現」「授業」
「実践」「養成」が中心となっている。そのほかに、「音楽」は「保育」「表現」に加え「指導」、
「考察」は「保育」「内容」が共起している。「養成」「課程」の「研究」なども共起がみられる。
また、「構成」は、「知見」「依拠」、「連携」「科目」、「教員」「着目」と共起がみられる。これ
らのことから、論文の「構成」は、「知見」への「依拠」、「連携」「科目」、「教員」の「着目」
に関わっていると推察される。
また、個別にみられる共起関係についてみると、「幼稚園」「教育」「要領」「改訂」のまとま
りに関しては、特に幼稚園教育要領の改訂が強く反映されていると推察される。「遊び」の
「過程」「工夫」「理解」、「教材」の「開発」、「記録」の「分析」、「関連」「芸術」、「能力」の
「育成」、「学び」の「主体」、「創作」の「観点」などは、相互の語句が共起して、一つの教育
的な意味をなしている語句と読み取れる。さらに、「人間」「関係」、「リズム」「運動」、「図画」
「工作」については、具体的な保育内容の活動そのものに関わるものと思われる。「身体」「草
むら」「クラス」「検討」の共起がみられるが、出現回数40の「身体」の中で、特定の語句「草
むら」を含む「クラス」「検討」に関する複数の文献によって、共起したと考えられる。
3.1.4 「保育内容・表現」論文種別による研究動向の差異の検討
論文種別との共起関係を設定して得られた共起ネットワークを、図２に示す。図２において、
紀要と学会において共通して共起がみられる語句は、「保育」「表現」「内容」「実践」「研究」
「指導」「領域」「教育」「学生」「音楽」「造形」である。これらの語句から、紀要と学会におけ
る論文の特徴は、「保育」「内容」「表現」を中心に、「学生」、「指導」、「実践」、「教育」、「研究」
がなされており、「領域」に関しては「音楽」「造形」が取り上げられていると推察される。
紀要においてのみ共起がみられる語句は、「養成」「言葉」「身体」「子ども」「考察」であり、
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図1 「保育内容・表現」に関する論文の抽出語間の共起ネットワーク
「養成」課程における「保育」「内容」の「言葉」「身体」の特徴がみられる。学会において共
起がみられる語句は、「幼稚園」「描画」「言語」「教材」「開発」などを始めとして多種にわた
るが、個々の数は多くはない。これらの語句から、学会における論文の特徴は、「幼稚園」で
の、「教材」「開発」、「描画」「言語」が取り上げられていると推察される。その他においての
み共起がみられる語句は、「創作」「ダンス」「大学」「創造」「主体」である。これらの語句か
ら、その他における論文の特徴は、女子体育連盟の出版物の内容に象徴されるように、「大学」
などで「主体」的な「創造」として、「創作」「ダンス」が取り上げられていることが影響して
いると推察される。出版においてのみ共起がみられる語句は、「幼児」「児童」「環境」である。
3.1.5 「保育内容・表現」年代別に見た研究動向の推移
「保育内容・表現」に関する年代と共起関係を設定して得られた共起ネットワークを、図３
に示す。1978年～1997年、1998年～2007年、2008年～2016年、2017年～2020年の全ての年代に
共通している語句は、「表現」「内容」「考察」であり、「表現」「内容」の「考察」を中心とし
ていると思われる。1998年～2007年、2008年～2016年と2017年～2020年に共通している語句は、
「保育」「授業」「養成」「音楽」「活動」である。2008年～2016年と2017年～2020年に共通して
いる語句は、「造形」「学生」「研究」「指導」であり、「学生」を対象としたテーマ、「指導」に
関する「研究」、「造形」を対象とした論文と推察される。また、1998年～2007年と2017年～20
20年に共通している語句は、「幼稚園」「教育」である。このことは、1998年と2017年の幼稚園
教育要領の改定に伴う養成過程に関わる背景が影響していると推察される。
個々の年代で特徴をみると、2017年～2020年のみに共起がみられる語句は、「領域」「子ども」
「教員」である。2008年～2016年のみに共起がみられる語句は、「身体」「総合」「検討」であり、
保育内容・表現の中でも「身体」表現や「総合」表現に関する「検討」に共起がみられると思
われる。1998年～2007年のみの語句は、「方法」である。「養成」「授業」は、2008年～2016年、
―136―
図２ 「保育内容・表現」に関する論文種別による抽出語との共起ネットワーク
2017年～2020年と共通である。「教育」「幼稚園」は、2017年～2020年と共通である。「視点」
は、1978年～1997年と共通である。1978年～1997年についてみると、「幼児」などを始めとし
て多種にわたるが、個々の数は多くはない。
3.2 「保育内容・表現」に関する特徴的な研究
3.2.1 「保育内容・表現」の研究に共起がみられる抽出語に関する特徴的な研究動向の例
「保育内容・表現」に関する論文のCiNi掲載状況、「保育内容・表現」に関する研究の構
造、論文種別による研究動向の差異、年代別にみた研究動向の推移を検討した。ここで、近年
の文献数の増加を踏まえ、さらに年代間で共通に共起がみられる語句に注目し、「幼稚園教育
要領」「音楽」「造形」「身体」など特徴的と思われる文献をあげて、「保育内容・表現」に関す
る研究の動向をみてみる。
なお、2016年までの研究動向に関しては、既報（畑野，2016）や畑野・道籏（2013）におい
て報告しているため、本報では、特に、2017年に告示された幼稚園教育要領（文部科学省，
2017a）、保育所保育指針（厚生労働省，2017）や幼保連携型認定こども園教育・保育要領
（内閣府，2017）の改訂以降の論文を中心に取り上げることとする。
3.2.2 幼稚園教育要領等やシラバスに関する研究
まず、「幼稚園」「教育」「要領」「改訂」の共起関係がみられた語句から、幼稚園教育要領の
改訂を背景とした、保育者養成課程における表現関係科目自体を検討した先行研究を概観して
みる。2008年の幼稚園教育要領の改訂時には、保育者養成課程の表現関係科目のカリキュラム
において、「保育の内容・方法に関する科目」の保育内容「表現」に係る科目と「保育の表現
技術」（身体表現、音楽表現、造形表現、言語表現等）に関する科目が実施されていた。その
時期に、伏見（2008）は、保育者養成における表現関係科目の教育内容について、シラバスの
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図３ 「保育内容・表現年」に関する年代別による抽出語との共起ネットワーク
検討を行っている。
さらに、保育者養成における表現関係科目の教育内容について、シラバス研究の動向をみる
と、新實ら（2012）の保育者養成課程における表現関係科目の教育内容に関する研究があげら
れる。具体的には、幼稚園教員養成課程における「教職に関する科目」の「保育内容の指導法」
の保育内容「表現」に係る科目と「教科に関する科目」、保育士養成課程における「保育の内
容・方法に関する科目」の保育内容「表現」に係る科目と「保育の表現技術」（身体表現、音
楽表現、造形表現、言語表現等）について、シラバスの検討を行っている。そして、造形表現
に係る科目、言語表現に係る科目、音楽表現に係る科目に関して、各々シラバスの特徴をまと
めている。しかし、身体表現に関しては記載がなく、ウェブで入手可能な範囲でのシラバス分
析いう条件の限界が推測される。
近年では、2017年の幼稚園教育要領の改定を背景に、再課程認定に関わる「領域に関する専
門的事項」に関する科目の研究として、栗栖ら（2020）の「幼児の豊かな感性や表現する力を
育む領域「表現」に関する保育内容の検討」があげられる。自校の「領域に関する専門的事項」
に関する開設予定科目「幼児と表現（仮称）」の内容構成を構想するために、関連する専門分
野の学問的知見を基盤とし、「幼児」や「幼児教育」の視座から領域「表現」における保育内
容を検討している。具体的には、「３歳児の保育実践事例（土粘土遊び）をもとに、素材との
出会いを通した感性の育ちに着目」し、造形表現・美術教育学の専門的知見から考察している。
また、「４歳児におけるボディパーカッションの保育実践事例を通して、幼児が様々な表現を
楽しむ姿に着目」し、音楽・身体表現の専門的知見から考察している。
3.2.3 「保育内容・表現」の領域ごとの研究概要
「保育内容・表現」を領域ごとにみると、それぞれ専門的な立場から実践の報告等が数多く
試みられている。そして、頻度をみてみると、「音楽表現」に関する論文が最も多く、「造形表
現」、「身体表現」、「言語表現」である。そこで、「音楽表現」、「造形表現」、「身体表現」の順
に、個別に研究概要をみてみることとする。なお、「言語表現」に関しては、保育内容の５領
域の中において、「保育内容・表現」と同様に、「保育内容・言葉」の領域が設定されている。
また、「保育内容」の研究動向において、2017年以降では、「保育内容」の領域の中でも、「言
葉」や「人間関係」に着目した研究が多くなされている（畑野，2019）。このような背景から、
「保育内容」と「表現」をフリーワードとしたCiNiでの文献抽出の際、「保育内容・表現」の
領域における分類では、「言語表現」については割愛することとする。なお、「領域に関する専
門的事項」のモデルカリキュラムにおいても、「幼児と表現」と同等に「幼児と言葉」があげ
られていることは、周知の通りである。
3.2.3.1 保育内容「音楽表現」
従来の保育者養成カリキュラムの研究の中でも、音楽に関する研究は、幾多かみられる。例
えば、2018年に秋山・大内は、保育内容「表現」と音楽芸術との関連に着目した教員養成課程
の学生指導に関して報告している。具体的には、保育内容「表現」に関わる活動を通した学生
の学びの試みとして行った、幼稚園におけるミニコンサートから得られた知見をまとめている。
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廣瀬ら（2018）も、多様性・融合性および創造性に着目して、教員養成課程における「保育
内容（音楽表現）」の授業実践を報告している。具体的には、「保育内容（音楽表現）」の授業
のあり方について、授業実践、融合的な表現の学習に関する評価、共同授業評価コーディネー
トにより考察・検討している。その結果、「子どもの感覚や感情、思考に対して、保育者とし
て気づき、返していく能力を身につけるためには、さまざまな音や、音の構造、素材への気付
きとともに、さまざまな表現方法を体験して学ぶこと、創造的で融合的な表現のあり方につい
て学ぶことが必要である」とまとめている。
また、「保育内容表現・音楽」の授業における学生のアセスメントシートやリフレクション
シートの記述内容の分析に着目した報告もみられる。横山（2019）は、学生のアセスメントシー
トの記述を分析し、保育内容領域「表現」の授業における学生の気付きを促す「音の散歩道づ
くり」の教材性について考察している。その結果、「『音への気付き』『想像力』『イメージの
伝え合い』『共感』のキーワードから、学生の気付きを促す『音の散歩道づくり』の教材性に
ついて考察を深めることができる」としている。
溝口（2018）は、「保育内容表現・音楽」の「うたによる音楽表現」の授業におけるリフレ
クションシートの記述内容を分析し、学生の学びや課題の特徴に関して、次のようにまとめて
いる。「講義形式の授業では、興味関心をもったり初めて知った音楽表現の理論が学びとなる。
模擬保育に入ると、発問や指示、導入の工夫等の実践的な技能が学びとなり、課題は、音楽表
現を促す音楽的・言語的なパフォーマンスに向けられる。そこでの学びや課題は具体的で多岐
にわたってくる。さらに、模擬保育を重ねることで、課題であった音楽的・言語的なパフォー
マンスは、音楽表現の理論と関連づけられ実感を伴った学生固有の学びに変わる」。
また、「音楽表現」と学生の実習に関わる報告もみられる。諸井（2019）は、実習における
指導計画案作成や模擬保育、園での表現活動、音楽表現に対する学生の意識を調査し、保育内
容の指導法「音楽表現」に関して考察している。具体的には、「音楽活動を選択したいと意欲
を持っているにもかかわらず、ピアノ技術等、音楽的な技術面での不安が原因で、音楽活動を
含む指導計画案作成や実際に保育の場で音楽表現活動を提案することに消極的になっている」
ことを明らかにしている。
一方、幼稚園教育要領等に直接的な記載はないものの、サウンド・エデュケーションに関す
る金子ら（2019）の研究動向に関する報告は、興味深い。具体的には、「学生の聴く力と音・
音楽への感受性を育成することを目的に、サウンド・エデュケーションの実践報告55編につい
て検討」している。その結果、研究対象では、幼児と中学生、高校生での実践は少なく、「サ
ウンドマップ等の音の視覚化では、自らの中の音を発見させ創造力や表現力を高め、感性と環
境との関わりを読み解く方法としての意義」を認めている。
また、メタ経験を観点として、保育内容表現の授業における音楽の感情表現的側面について
検討した報告もみられる。島川（2020）は、保育士・幼稚園教諭を目ざす学生を対象として、
音楽の感情表現的側面について学生のメタ経験について検証し、「音楽劇づくりの活動におけ
る感情、判断、取り組みの課題としての手続きが、バランスよく循環して為されている」こと
を報告している。
さらに、音楽に関わる科目間連携については、川口ら（2019）が、自校の学生に、「一度身
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につけた技能を複数の科目において繰り返す機会を与えることによってその技能を定着させ、
学びを深めさせること」を試みている。そして、「情報共有により、それぞれの科目を担当す
る教員の「連携」に対する意識は高まりつつある」とし、領域に関わる科目との連携の重要性
を報告している。
以上、「音楽」表現領域に関する特徴的な研究の概要をまとめたが、研究テーマは、保育教
員養成課程における、「保育内容（音楽表現）」の授業実践を取り上げた研究、教材性の検討、
サウンド・エデュケーションの実践報告、メタ経験、音楽に関わる科目間連携など、多義に渡っ
ている。また、研究方法は、ケーススタディ的アプローチ、アセスメントシートやリフレクショ
ンシートの記述内容分析、受講者の質問紙調査の回答分析、文献レビューなどがみられる。
3.2.3.2 保育内容「造形表現」
造形表現分野の授業における教授内容については、宮城（2019）が、保育士試験の分析から
の「標準的な知識と技能」を提案している。具体的には、保育士試験の問題を、テーマ（「発
達過程」、「色彩理論」、「材料・用具」、「保育所保育指針」、「技法」、「イラスト問題」、「児童文
化財」、「作品鑑賞」、「デザイン」、「造形要素」）に分類・カウントし、重要度を示している。
そして、次のような提案を示している。「ア）制作経験をとおして知識や技能を形成できる。
イ）材料・用具・技法について保有する知識を造形的な場面で活用できる。ウ） 造形表現の
発達過程を理解し、ア）・イ）に挙げる知識・技能を活用して、造形的な場面で必要な環境を
構成できる。エ）保育所保育指針の内容を理解し、幼児造形活動のねらいや内容を設定できる」。
造形表現の「指導者」としての資質・能力を育成するため、井ノ口（2020）は、実践事例
「へーんしん」における学生の造形活動や振り返りシートへのコメントなどを考察している。
そして、「学生の主体性の発揮、環境や材料・用具の整備、一人ひとりの思いや行為に寄り添っ
た支援、表現（造形活動）の記録と活用」の視点が重要と報告している。
また、造形教育カリキュラムについて、保育士を対象とした調査と小学校教員を対象とした
調査との比較も試みられている（小橋ら，2019）。その結果、「保育士の造形表現活動において
の悩みは『子ども理解（発達）』『保育内容と理解』に関することが多い」ことや、「表現活動
で育てたい力は“学びに向かう力”“思考力・判断力・表現力”」が多いことが報告されてい
る。幼児期の造形活動で育てたい力は、「小学校では『はさみやのりの使い方』等（小橋ら，
2019）つまり『３つの柱』（＋他）に分類すると“知識・技能”の一部分に分類される回答」
と報告され、保育士と小学校教員のギャップもみられる。
3.2.3.3 保育内容「身体表現」
「身体表現」に関しては、2017年以前に、筆者らは、保育者養成における保育内容「表現」
とリトミックに関して、近年の研究動向と実践事例をあげて考察している（畑野・道籏，2013）。
また、「身体表現」を中心とした実践研究を中心に、子どもの表現活動を対象とした研究動向
（畑野・久山，2014）や、「新聞紙」を題材とした幼児の表現への可能性の検討から、「身体表
現技術」の学習内容に関しても考察している（畑野・久山，2015）。また、総合的な表現の授
業として、「身体表現」に「音楽表現」、「造形表現」、「言語表現」を取り入れた劇表現の作品
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創作を想定し、「保育内容・表現」の授業を立案・実践している（畑野，2017）。
近年の「身体表現」に関してみると、松本ら（2020）が、保育学生を対象として、自校での
初回授業時に「身体表現」に対して調査している。その結果、「体を動かすことや踊ることが
好きな者が多いが、体で様々なことを表現することにはやや消極的な傾向があり、『身体表現』
の授業にはリズム体操（型のある踊り）の習得を期待する者が多いこと」を明らかにしている。
その上で、「保育内容『表現』のねらいと内容、内容の取扱いの理解を深めながら、『身体表現』
への苦手意識を持つことがないよう、リズム体操等の『型のある踊り』や遊びを通した表現活
動を取り掛かりに、様々な身体表現の経験を積むような授業計画」を提言している。
3.2.3.4 複合的・総合的な活動
「保育内容・表現」における領域の複合的・総合的な活動についてみると、松井・高橋
（2018）は、保育者養成校における「保育内容領域・表現」の演習授業において、「身体表現」
と「音楽表現」の融合を目指した実践を報告している。具体的には、「音楽表現」分野と「身
体表現」分野の独立した授業に加え、横断的に修得のため初回と最終回（発表会）を合同授業
で取り組んでいる。そして、授業方法と学生の自由記述による授業の感想、自己点検・自己評
価を調査している。その結果、「両表現分野は密接に関係していること、他者の表現活動から
学ぶことの重要性、表現方法の多様さやグループ内の活発な意見交換の必要性、他者のアイディ
アを認め共有することの大切さなど」の学生の記述を報告している。
松下ら（2018）は、身体表現･音楽表現･造形表現を考慮した総合的表現指導の観点から模擬
保育効果的指導方法に関して、検討している。具体的には、身体表現の授業で学生が作成した
「保育・言葉掛けプランニングシート」の中から、新教育要領で示されている「自然」「生活」
「文化」をテーマにした３案を基に、各表現分野の視点から考察し、「総合的な表現を取り入れ
ることで領域『表現』の目標やねらい、内容を網羅でき更には他領域の内容との関連性も生ま
れること」を明らかににしている。
保育者養成校における保育内容「表現」の授業内容に関わる研究は多数存在し、多様な授業
方法が紹介されている。例えば、音楽表現活動を中心に「歌唱」「リズム」「身体表現」を取り
入れた授業計画について、「造形表現」「音楽表現」「身体表現」を複合的に経験・習得するこ
とを目指した取り組みの研究、「音楽表現」と「身体表現」のそれぞれの担当教員が相互に授
業を観察することによって、両分野の関りを捉えることを試みた研究等がある。
また、保育内容の領域を複数関わるような研究もみられる。笹谷（2018）は、日常のことば・
音から即興表現へつなげる指導法を実践し、保育内容｢言葉｣と｢表現（音楽）｣の統合的な活動
について検討している。具体的には、カール・オルフの音楽教育における理念を基に、日本語
の特性（高低アクセント）に視点を置き、ことば（日本語）からリズム・旋律を作り出し即興
表現を行っている。即興表現の材料となることばについて、サウンドスケープの下で子どもた
ち自らの耳と身体で音を聴かせ、日本語でそれらを表現し即興表現への材料とする体験に関し
て報告している。
さらに、「保育内容・表現」における領域の総合的な活動についてみると、キッズランド・
キッズシアターについて、小山ら（2020）が、２年間の保育内容演習の授業における保育者養
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成プログラムを構築し、取り組んだ実践や発表に関して報告している。授業発表後は、参観者
からの依頼により、児童を招待してキッズシアターのショート版の発表や、地域の「保護者会
連合会主催イベント」における部分的な発表を行い、「学生の学びが地域でも認められつつあ
る」状況について、学生の主体的な学び形成の観点から記している。
三好ら（2018）は、「音楽表現」「造形表現」「身体表現」の科目の連携として、総合表現
（創作オペレッタ）に関して報告している。具体的には、「創作オペレッタについての学生のア
ンケートをもとに、従来指導にあたってきた音楽担当者に加え、新カリキュラムから新たに創
作オペレッタ指導に携わる造形表現・身体表現担当者が、その立場から、担当する各教科と創
作オペレッタとの関連について考察を加え、教員及び保育者養成課程におけるオペレッタ」の
あるべき姿について、検討している。
これまで、保育者養成課程においては、総合表現として、演劇、オペレッタやミュージカル
等が数多く実施されている。そして、このような総合表現の授業に関する報告に関しても、
「音楽」表現・「造形」表現・「身体」表現の各専門教員によるオムニバス形式や連携による
授業改善の試み（伊藤ら，2014；滝沢ら，2016）や、学習効果に関する研究（佐々木・葛谷，
2016）などがみられる。
3.2.3.5 情報機器
周知の通り、幼稚園教育要領等に「保育内容の指導法」として、情報機器及び教材の活用を
含むことが設けられている。そして、「教職課程コアカリキュラム」では、「保育内容の指導法」
の到達目標において、「情報機器及び教材の活用法を理解し、保育構想に活用することができ
る」ことが示されている（文部科学省，2017b）。したがって、「保育内容・表現」に関する研
究において、このような情報機器に関わる内容についても、概観する必要があると思われる。
山本（2018）は、図画工作や保育内容（表現）の指導法におけるアクティブラーニングの一
手法として、ICT機器（教材提示装置）を活用した紙芝居の発表について、アンケート結果
から考察している。その結果、「おおむねポジティブな印象をもった回答者が多いこと」から、
その有効性を報告している。さらに、「パワーポイントやデジタルムービーの作成、あるいは
クリッカーなどを教材提示導入した授業プログラム」などの計画に言及している。
ICT、情報機器を活用した表現活動に関して、山田（2019）は、領域「表現」のねらいに沿
い、子どもや学生を主体とした活動になり得るかどうか実践している。その結果、逆再生ムー
ビーという表現活動は、「情報機器がアウトプットを担うため、苦手意識が払拭されること。
内発的に動機付き、意欲の高い制作～鑑賞が行われること。長期にわたり継続した表現活動の
選択肢となること。絵や工作だけではない表現の幅を広げる契機となること」などの検証結果
を報告している。今後は、「教職課程コアカリキュラム」が、保育者養成課程における教職課
程編成の指針となっているため、情報機器に関わる実証的な検討が望まれる。
４．総括
本報では、CiNiを用いて論文タイトルをスクリーニングし、掲載状況、論文種別による研
究動向の差異や年代別にみた研究動向の推移に関する検討を行い、「保育内容・表現」の教育
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に関する研究動向を明らかにした。その結果、特に年代ごとの推移では、幼稚園教育要領等の
改訂が反映されていると示唆された。検索では、「保育内容・表現」がキーワードで登録され
ているが、タイトルそのものに含んでいるとは限らない。しかし、その中でタイトルを検索す
るという仕組みの限界はあるものの、全体的な研究動向を明らかにすることができた。
また、2017年告示の幼稚園教育要領等の改訂や、保育・幼児教育関連の省令の動向を踏まえ、
改訂以降の文献を中心に特徴的と思われる論文をあげて、「保育内容・表現」に関する近年の
研究動向を概括した。その結果、既報（畑野，2016）と同様に、「音楽表現」、「造形表現」、
「身体表現」の各専門領域から単独または総合的な表現へと展開されている実践報告が数多く
認められた。実践の学習効果の評価については、受講者の自由記述の感想文例を取り上げる試
みが多かった。2010年以降は、「総合表現」に焦点化される傾向もみられ、演劇的プログラム
等の報告が幾多かみられる。さらに、2017年以降には、「教育職員免許法施行規則の一部を改
正する省令案について」（文部科学省，2016）の中で、「情報機器及び教材の活用法」が示され
ているため、情報機器に関わる実践の検討に関する論文も散見された。
2017年に策定された「教職課程コアカリキュラム」（文部科学省，2017b）や「領域に関す
る専門的事項のモデルカリキュラム」（文部科学省，2017c）は、保育者養成課程において、教
職課程編成の指針となる。今後、新設された「領域に関する専門的事項」に関する科目の「幼
児と表現」についても、実証的な研究の蓄積が望まれる。
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